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するような行為である。 ― （二）価値合理的行為。これは，或る行動の独自の絶対的価値 ―
 倫理的，美的，宗教的，その他の ― そのものへの，結果を度外視した，意識的信仰による行為
である。 ― （三）感情的，特にエモーショナルな行為。これは直接の感情や気分による行為で



































ウェーバーの著作を編纂した From Max Weber: Essays in Sociologyにおいて序文を書いている
（Gerth and Mills, 1946）。ただここでも，執筆の中心はガースでありミルズはウェーバー研究を始
めたばかりであったことが，ガース本人が語ったと訳者が述べている（Gerth and Mills, 1946：訳

















































































































































































































































 5） ウェーバーの行為論とミルズの動機の語彙論との関係は，西川（1991）が詳しく検討している。 
 6） 動機の語彙の理論は，20世紀末日本の少年犯罪の動機をめぐる社会的了解に極めて適合的であった。鈴木（2013）
を参照。 









 9） これ以外の事例については Adam（1984），Martinez und Scheffel（1999）を参照。 
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